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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　機器の温度を取得する温度取得手段と、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得手段と、
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記情報取得手段によって取
得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実行する処
理手段と、
を備え、
　前記情報取得手段は、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す正の単位指標及び負の
単位指標を取得し、当該単位指標を積算することで得られる指標を、温度に応じて変化す
る皮膚への影響に関する情報として取得することを特徴とする電子機器。
【請求項２】
　前記情報取得手段は、前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記単
位指標とに基づいて、前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度がユーザの皮
膚に及ぼした影響の指標を、温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報として取得
することを特徴とする請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記情報取得手段は、前記機器の温度がユーザの皮膚に及ぼす影響について設定された
閾値温度に基づいて、前記機器の温度が前記閾値温度を超えている場合、前記指標を増加
させ、前記機器の温度が前記閾値温度を下回っている場合、前記指標を減少させることを
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特徴とする請求項２に記載の電子機器。
【請求項４】
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、温度に対応して設定された時
間とに基づいて、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す前記正と負の単位指標を算出
する単位指標算出手段を備え、
　前記情報取得手段は、前記単位指標算出手段によって算出された前記単位指標を単位時
間毎に積算することによって、前記指標を温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情
報として取得することを特徴とする請求項２または３に記載の電子機器。
【請求項５】
　機器がユーザの皮膚に接触しているか否かを判定する接触判定手段をさらに備え、
　前記情報取得手段は、前記接触判定手段によって機器がユーザの皮膚に接触していると
判定された時点から現在までの前記指標を取得することを特徴とする請求項２から４のい
ずれか１項に記載の電子機器。
【請求項６】
　前記処理手段は、前記情報取得手段によって取得された前記指標が、動作を抑制するた
めの判定基準を超えている場合に、前記予め設定された処理として、当該電子機器の動作
を抑制する処理を実行することを特徴とする請求項２から５のいずれか１項に記載の電子
機器。
【請求項７】
　ユーザの皮膚の厚みを取得する厚み取得手段をさらに備え、
　前記処理手段は、前記厚み取得手段によって検出されたユーザの皮膚の厚みが基準より
も厚い場合、前記動作を抑制するための判定基準を引き上げ、前記厚み取得手段によって
取得されたユーザの皮膚の厚みが基準よりも薄い場合、前記動作を抑制するための判定基
準を引き下げることを特徴とする請求項６に記載の電子機器。
【請求項８】
　ユーザの覚醒状態を判定する覚醒状態判定手段をさらに備え、
　前記処理手段は、前記覚醒状態判定手段によってユーザが睡眠状態にあると判定された
場合に、前記指標の判定基準を引き下げることを特徴とする請求項６または７に記載の電
子機器。
【請求項９】
　前記処理手段は、前記情報取得手段によって取得された前記指標が、動作の抑制を解除
するための判定基準を下回っている場合に、当該電子機器の動作の抑制を解除することを
特徴とする請求項６から８のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１０】
　前記処理手段は、前記処理手段が前記予め設定された処理を実行する際に、当該予め設
定された処理の実行を報知する報知手段をさらに備えることを特徴とする請求項１から９
のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１１】
　前記情報取得手段は、温度に応じて変化すると共に、当該温度において皮膚が低温火傷
に耐えられる限界時間に基づく皮膚への影響に関する情報を取得することを特徴とする請
求項１乃至１０のいずれか１項に記載の電子機器。
【請求項１２】
　機器の温度を取得する温度取得ステップと、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得ステップと、
　前記温度取得ステップにおいて取得された前記機器の温度と、前記情報取得ステップに
おいて取得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実
行する処理ステップと、
を含み、
　前記情報取得ステップは、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す正の単位指標及び
負の単位指標を取得し、当該単位指標を積算することで得られる指標を、温度に応じて変
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化する皮膚への影響に関する情報として取得することを特徴とする動作管理方法。
【請求項１３】
　機器の温度を取得する温度取得手段を備える電子機器を制御するコンピュータに、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得機能と、
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記情報取得機能によって取
得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実行する処
理機能と、
を実現させ、
　前記情報取得機能は、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す正の単位指標及び負の
単位指標を取得し、当該単位指標を積算することで得られる指標を、温度に応じて変化す
る皮膚への影響に関する情報として取得することを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電子機器、動作管理方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、スマートウォッチと呼ばれるリスト型のウェアラブル端末が普及しつつあり、ユ
ーザはスマートウォッチを腕に常時装着する等して利用している（例えば、特許文献１参
照）。
　ここで、一般に、短時間接触しただけでは影響がない温度のものであっても、皮膚に長
時間接触していると、低温火傷等、皮膚に対する影響を及ぼすことが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００６－１０１５０５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の電子機器においては、皮膚に長時間接触していることの影響が十
分に考慮されていなかった。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、電子機器が皮膚に長時間接触
することの影響を適切に抑制することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記目的を達成するため、本発明の一態様の電子機器は、
　機器の温度を取得する温度取得手段と、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得手段と、
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記情報取得手段によって取
得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実行する処
理手段と、
を備え、
　前記情報取得手段は、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す正の単位指標及び負の
単位指標を取得し、当該単位指標を積算することで得られる指標を、温度に応じて変化す
る皮膚への影響に関する情報として取得することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明によれば、電子機器が皮膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することが
できる。
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【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明の一実施形態に係る電子機器のハードウェアの構成を示すブロック図であ
る。
【図２】図１の電子機器１の機能的構成のうち、電力管理処理を実行するための機能的構
成を示す機能ブロック図である。
【図３】図２の機能的構成を有する図１の電子機器１が実行する電力管理処理の流れを説
明するフローチャートである。
【図４】再開処理の流れを説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施形態について、図面を用いて説明する。
【００１０】
　図１は、本発明の一実施形態に係る電子機器１のハードウェアの構成を示すブロック図
である。
　電子機器１は、例えばスマートウォッチ等のリスト型端末として構成される。
【００１１】
［ハードウェア構成］
　電子機器１は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１１と、
ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１３と、入力部１４と、ＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　
Ｄｉｓｐｌａｙ）１５と、バックライト１６と、温度センサ１７と、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏ
ｇ　ｔｏ　Ｄｉｇｉｔａｌ）変換部１８と、電力管理部１９と、ＡＣ－ＤＣアダプタ２０
と、リチウムイオンバッテリ２１と、バッテリ管理ＩＣ２２と、電力供給ＩＣ２３と、生
体センサ２４とを備えている。なお、電子機器１において、ＣＰＵ１１、ＲＯＭ１２、Ｒ
ＡＭ１３、ＬＣＤ１５及びバックライト１６は、アプリケーション処理部１Ａを構成して
いる。
【００１２】
　ＣＰＵ１１は、ＲＯＭ１２に記録されているプログラムに従って、後述する電力管理処
理等、各種の処理を実行する。
　ＲＯＭ１２は、ＣＰＵ１１によって実行される各種プログラムや、電子機器１の制御に
用いられる各種データを記憶している。
【００１３】
　ＲＡＭ１３には、ＣＰＵ１１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等が適宜
記憶される。
【００１４】
　入力部１４は、各種釦やＬＣＤ１５の表示領域に積層される静電容量式または抵抗膜式
の位置入力センサ等で構成され、ユーザの指示操作に応じて各種情報を入力する。
　ＬＣＤ１５は、ＣＰＵ１１の指示に従って画像を出力する。例えば、ＬＣＤ１５は、各
種画像やユーザインターフェースの画面を表示する。本実施形態においては、ＬＣＤ１５
に入力部１４の位置入力センサが重畳して配置され、タッチパネルが構成されている。
　バックライト１６は、ＬＣＤ１５の背面に設置されたＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔ
ｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）等によって構成され、ＬＣＤ１５における表示の際に、ＬＣＤ１５
を背面側から照射する。なお、ＬＣＤ１５及びバックライト１６に代えて、素子自体が発
行する表示パネル（有機ＥＬパネル等）を用いることとしてもよい。
　温度センサ１７は、電子機器１の裏面（ユーザに接触する面）側あるいは裏面に配置さ
れる裏蓋の電子機器１内部側に設置され、電子機器１がユーザに接触している部分の温度
を検出する。
【００１５】
　Ａ／Ｄ変換部１８は、温度センサ１７によって検出された温度を示すアナログの検出信
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号（電圧値）をデジタル信号（温度）に変換して電力管理部１９に出力する。また、Ａ／
Ｄ変換部１８は、生体センサ２４によって検出された生体情報を示すアナログの検出信号
（電圧値）をデジタル信号（生体情報）に変換して電力管理部１９に出力する。
　電力管理部１９は、プロセッサ及びメモリ等を備えたマイコンによって構成され、電子
機器１に対する電力の供給を管理する。具体的には、電力管理部１９は、後述する電力管
理処理を実行することにより、温度センサ１７及び生体センサ２４の検出信号に基づいて
、ユーザの皮膚に対する温度による影響を積算し、積算された影響を判定することにより
、電子機器１に対する電力の供給を管理（停止または再開等）する。
　ＡＣ－ＤＣアダプタ２０は、商用電源から出力された交流（ＡＣ：Ａｌｔｅｒｎａｔｉ
ｖｅ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）の電圧を直流（ＤＣ：Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）の電圧に
変換する。
　リチウムイオンバッテリ２１は、バッテリ管理ＩＣ２２によって充電されると共に、蓄
積した電力をバッテリ管理ＩＣ２２に供給する。
【００１６】
　バッテリ管理ＩＣ２２は、ＡＣ－ＤＣアダプタ２０から供給される電力によってリチウ
ムイオンバッテリを充電する。また、バッテリ管理ＩＣ２２は、リチウムイオンバッテリ
２１に蓄積された電力を電力供給ＩＣ２３に供給する。
　電力供給ＩＣ２３は、電力管理部１９の指示に従って、電子機器１対する電力を供給し
たり、電力の供給を停止したりする。このとき、電力供給ＩＣ２３は、バッテリ管理ＩＣ
２２から供給された電圧を、電子機器１における電力の供給先となる部分（例えば、ＣＰ
Ｕ１１あるいはＬＣＤ１５等）毎に定められている電圧に変換した上で、電力を供給する
。
【００１７】
　生体センサ２４は、電子機器１の裏面（ユーザに接触する面）側に設置され、ユーザの
皮膚に光を照射し、その反射光を測定すること等により、ユーザの生体情報を検出する。
本実施形態では、生体センサ２４は、ユーザの脈拍、及び、電子機器１がユーザの皮膚に
接触しているか否かを検出する。
【００１８】
［機能的構成］
　図２は、このような電子機器１の機能的構成のうち、電力管理処理を実行するための機
能的構成を示す機能ブロック図である。
　電力管理処理とは、温度センサ１７によって検出された温度に基づいて、電子機器１の
温度が過去に皮膚に与えた影響を考慮した条件に従って、電子機器１に対する電力の供給
を管理する一連の処理をいう。
【００１９】
　電力管理処理が実行される場合には、図２に示すように、電力管理部１９において、初
期化処理部５１と、接触判定部５２と、覚醒状態判定部５３と、温度取得部５４と、温度
積算部５５と、温度管理部５６とが機能する。
　また、ＲＯＭ１２の一領域には、温度管理テーブル記憶部７１が設定される。
　温度管理テーブル記憶部７１には、電子機器１の温度と、温度との接触が累積すること
によって皮膚に影響（低温火傷等）を及ぼす時間との関係がテーブル形式で表された温度
管理テーブルのデータが記憶される。なお、温度管理テーブルにおいては、特定の温度と
、皮膚に影響を及ぼす時間とが対応付けて記憶されているが、電子機器１の温度が皮膚に
影響を及ぼす時間を数式として表すことができる場合、温度管理テーブルに代えて、この
数式を記憶しておくこととしてもよい。
【００２０】
　初期化処理部５１は、電子機器１が起動された際に、ユーザの皮膚に与えられた温度に
よる影響の積算値（後述する積算値Ｘ）を初期化（リセット）する。
　接触判定部５２は、生体センサ２４の検出信号に基づいて、電子機器１がユーザの皮膚
に接触しているか否かの判定を行う。
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　覚醒状態判定部５３は、生体センサ２４の検出信号に基づいて、ユーザの脈拍を取得し
、ユーザの覚醒状態（睡眠中であるか活動中であるか）を判定する。なお、覚醒状態判定
部５３は、生体センサ２４の検出信号に加え、電子機器１が加速度センサやジャイロセン
サ等、ユーザの覚醒状態を判定するために利用可能な他のセンサを備えている場合、それ
らのセンサにおける検出信号の条件と合わせて、ユーザの覚醒状態を判定することができ
る。
【００２１】
　温度取得部５４は、温度センサ１７によって検出された温度をＡ／Ｄ変換部１８を介し
て取得する。
　温度積算部５５は、温度取得部５４によって取得された温度に基づいて、温度係数を算
出し、温度の検出開始以降における温度係数の積算値Ｘを取得する。
　具体的には、温度積算部５５において、例えば摂氏４２度以上の場合に、電子機器１が
皮膚に長時間接触していると影響を及ぼすとの想定の下、以下のような限界時間を設定し
ている。なお、これらの値は例示であり、実際には電子機器１の仕様に応じた実験値を採
用することができる。
摂氏４２度：２４０分
摂氏４３度：１４５分
摂氏４４度：９０分
摂氏４５度：５０分
【００２２】
　温度係数の積算値Ｘが電力供給停止のための閾値として１００を超えた場合に皮膚に影
響を及ぼすと設定すると、温度係数は以下のようになる。
摂氏４２度：１００／２４０（分）≒０．４２
摂氏４３度：１００／１４５（分）≒０．７
摂氏４４度：１００／９０（分）≒１．１
摂氏４５度：１００／５０（分）≒２
【００２３】
　なお、温度取得部５４によって取得された温度が摂氏４２度未満の場合には、以下の温
度係数となる。
摂氏３８度：－１００／２０（分）≒－５
摂氏４０度：－１００／３０（分）≒－３．３
摂氏４１度：－１００／４０（分）≒－２．５
　温度係数は、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示すものであり、温度係数が負であ
ることは、その温度が継続した場合、電子機器１が皮膚に接触していても、皮膚における
温度の影響が回復することを表している。
【００２４】
　なお、電子機器１の電源投入直後等に電子機器１の温度が摂氏４２度未満である場合に
は、温度係数を負の値とせずゼロとする。これにより、電子機器１の温度が最初に摂氏４
２度以上となるまでは、温度係数の積算値がゼロに維持される。
　温度積算部５５は、１分毎に温度に応じた温度係数を算出し、過去の積算値Ｘに加算す
ることにより、積算値Ｘを逐次算出する。
【００２５】
　温度管理部５６は、温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給停止のため
の閾値１００を超えているか否かの判定を行う。そして、温度管理部５６は、電力供給停
止のための閾値１００を超えていると判定した場合に、表示あるいは音声等によって、ユ
ーザへの警告（皮膚への影響に対する警告）を行うと共に、ユーザへの警告から一定時間
後またはユーザからの応答入力が行われた後にアプリケーション処理部１Ａに対する電力
の供給を停止する。このとき、電力管理部１９がＡＣ－ＤＣアダプタ２０からリチウムイ
オンバッテリ２１への充電を行っている場合、温度管理部５６は、電力管理部１９に対し
て、充電の停止も指示する。
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【００２６】
　また、温度管理部５６は、積算値Ｘが電力供給停止のための閾値１００を超えていると
判定した後に、温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給再開のための閾値
５０を下回っているか否かの判定を行う。そして、温度管理部５６は、電力供給再開のた
めの閾値５０を下回っていると判定した場合に、ユーザへの通知（皮膚への影響の可能性
が低下した旨の通知）から一定時間後またはユーザからの応答入力が行われた後にアプリ
ケーション処理部１Ａに対する電力の供給を再開する。このとき、電力管理部１９に対し
て、ＡＣ－ＤＣアダプタ２０からリチウムイオンバッテリ２１への充電を停止する指示を
行っていた場合、温度管理部５６は、電力管理部１９に対して、充電の再開も指示する。
　このように、温度管理部５６では、電子機器１の温度が皮膚に影響を及ぼすと設定され
た温度未満になったとしても、直ちに電力の供給を再開することなく、過去に電子機器１
の温度が皮膚に与えた影響が低減した後に、電力の供給を再開する。これにより、電子機
器１が皮膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することができる。
【００２７】
［動作］
　次に、動作を説明する。
　図３は、図２の機能的構成を有する図１の電子機器１が実行する電力管理処理の流れを
説明するフローチャートである。
　電力管理処理は、電子機器１の電源投入と共に開始され、電源がオフとされるまで繰り
返し実行される。
【００２８】
　ステップＳ１において、初期化処理部５１は、電子機器１の初期化処理を実行する。具
体的には、初期化処理部５１は、電子機器１の各部を起動すると共に、温度係数の積算値
Ｘをゼロにリセット（初期化）する。
【００２９】
　ステップＳ２において、接触判定部５２は、生体センサ２４の検出信号に基づいて、電
子機器１がユーザの皮膚に接触しているか否かの判定を行う。
　電子機器１がユーザの皮膚に接触していない場合、ステップＳ２においてＮＯと判定さ
れて、処理はステップＳ１に移行する。
　一方、電子機器１がユーザの皮膚に接触している場合、ステップＳ２においてＹＥＳと
判定されて、処理はステップＳ３に移行する。
【００３０】
　ステップＳ３において、温度取得部５４は、温度センサ１７によって検出された温度を
Ａ／Ｄ変換部１８を介して取得する。
　ステップＳ４において、温度積算部５５は、温度取得部５４によって取得された温度に
基づいて、温度係数を算出し、温度の検出開始以降における温度係数の積算値Ｘを取得す
る。
【００３１】
　ステップＳ５において、温度管理部５６は、温度積算部５５によって算出された積算値
Ｘが電力供給停止のための閾値１００を超えているか否かの判定を行う。
　温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給停止のための閾値１００を超え
ていない場合、ステップＳ５においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ６に移行する
。
　温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給停止のための閾値１００を超え
ている場合、ステップＳ５においてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ７に移行する
。
【００３２】
　ステップＳ６において、温度管理部５６は、１分間のカウントを行った後、ステップＳ
３の処理に移行する。
　ステップＳ７において、温度管理部５６は、ユーザへの警告（皮膚への影響に対する警
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告）を行う。この警告としては、例えばユーザに対して温度が上がり過ぎていること等の
警告をＬＣＤ１５に表示して報知したり、不図示のスピーカによって音を鳴らして報知し
たりしてもよいし、その両方で報知してもよい。なお、ステップＳ７において、温度管理
部５６は、覚醒状態判定部５３によってユーザが睡眠中であると判定されている場合には
、ユーザへの警告を行わないこととしてもよい。
　ステップＳ８において、温度管理部５６は、アプリケーション処理部１Ａに対する電力
の供給を停止する。このとき、温度管理部５６は、ステップＳ７におけるユーザへの警告
から一定時間後またはユーザからの応答入力が行われた後に、アプリケーション処理部１
Ａに対する電力の供給を停止する。なお、電力管理部１９がＡＣ－ＤＣアダプタ２０から
リチウムイオンバッテリ２１への充電を行っている場合、温度管理部５６は、電力管理部
１９に対して、充電の停止も指示する。
【００３３】
　ステップＳ９において、温度管理部５６は、アプリケーション処理部１Ａに対する電力
の供給を再開するための再開処理（図４参照）を実行する。
　ステップＳ９の後、処理はステップＳ２に移行する。
　以上のような電力管理処理が、電子機器１の電源がオフとされるまで繰り返される。
【００３４】
　このような処理により、電子機器１がユーザの皮膚に接触している間に、ユーザの皮膚
に及ぼされた影響が温度に対応する温度係数として積分され、その積分値が閾値を超えた
場合に、皮膚への影響に対する警告が行われ、アプリケーション処理部１Ａに対する電力
の供給及び充電が停止される。
　したがって、電子機器１の温度が過去に皮膚に与えた影響を考慮して、電子機器１が皮
膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することが可能となる。
【００３５】
　次に、温度管理処理のステップＳ９において実行される再開処理について説明する。
　図４は、再開処理の流れを説明するフローチャートである。
　ステップＳ２１において、温度取得部５４は、温度センサ１７によって検出された温度
をＡ／Ｄ変換部１８を介して取得する。
　ステップＳ２２において、温度積算部５５は、温度取得部５４によって取得された温度
に基づいて、温度係数を算出し、温度の検出開始以降における温度係数の積算値Ｘを取得
する。
【００３６】
　ステップＳ２３において、温度管理部５６は、温度積算部５５によって算出された積算
値Ｘが電力供給再開のための閾値５０を下回っているか否かの判定を行う。
　温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給再開のための閾値５０を下回っ
ていない場合、ステップＳ２３においてＮＯと判定されて、処理はステップＳ２４に移行
する。
　温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給再開のための閾値５０を下回っ
ている場合、ステップＳ２３においてＹＥＳと判定されて、処理はステップＳ２５に移行
する。
【００３７】
　ステップＳ２４において、温度管理部５６は、１分間のカウントを行った後、ステップ
Ｓ２１の処理に移行する。
　ステップＳ２５において、温度管理部５６は、ユーザへの通知（皮膚への影響の可能性
が低下した旨の通知）を行う。この報知としては、ステップＳ７と同様に、例えばユーザ
に対して温度が低下したこと等をＬＣＤ１５に表示して報知したり、不図示のスピーカに
よって音を鳴らして報知したりしてもよいし、その両方で報知してもよい。なお、ステッ
プＳ２５において、温度管理部５６は、覚醒状態判定部５３によってユーザが睡眠中であ
ると判定されている場合には、ユーザへの通知を行わないこととしてもよい。
【００３８】
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　ステップＳ２６において、温度管理部５６は、アプリケーション処理部１Ａに対する電
力の供給を再開する。このとき、温度管理部５６は、ステップＳ２５におけるユーザへの
通知から一定時間後またはユーザからの応答入力が行われた後に、アプリケーション処理
部１Ａに対する電力の供給を再開する。なお、電力管理部１９が電力管理部１９に対して
、ＡＣ－ＤＣアダプタ２０からリチウムイオンバッテリ２１への充電を停止する指示を行
っていた場合、温度管理部５６は、電力管理部１９に対して、充電の再開も指示する。
　ステップＳ２６の後、電力管理処理に戻る。
【００３９】
　このような処理により、温度管理部５６では、電子機器１の温度が皮膚に影響を及ぼす
と設定された温度未満になったとしても、直ちに電力の供給を再開することなく、過去に
電子機器１の温度が皮膚に与えた影響が低減した後に、電力の供給を再開する。これによ
り、電子機器１が皮膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することができる。
【００４０】
［変形例１］
　上述の実施形態において、生体センサ２４によって、ユーザの肌質（皮膚の厚み等）を
検出し、その検出結果に応じて、電力供給停止のための閾値及び電力供給再開のための閾
値を変化させることとしてもよい。
　具体的には、検出された肌質に応じて、肌質が温度による影響に強い（即ち、皮膚が基
準よりも厚い）場合には、温度管理部５６において、電力供給停止のための閾値を１００
から１１０に増加させ、電力供給再開のための閾値を５０から４０に減少させることがで
きる。一方、肌質が温度による影響に弱い（即ち、皮膚が基準よりも薄い）場合には、温
度管理部５６において、電力供給停止のための閾値を１００から９０に減少させ、電力供
給再開のための閾値を５０から６０に増加させることができる。
　これにより、ユーザの肌質に応じて、ユーザの肌が温度による影響に強い場合、電力の
供給がより行われ易いように制御し、ユーザの肌が温度による影響に弱い場合、電力の供
給がより停止され易いように制御することができる。
【００４１】
［変形例２］
　上述の実施形態において、覚醒状態判定部５３によってユーザが睡眠状態にあると判定
された場合、温度管理処理におけるステップＳ７の警告及び再開処理におけるステップＳ
２５の通知を行わない場合について説明した。
　これに対し、覚醒状態判定部５３によってユーザが睡眠状態にあると判定された場合、
電力供給停止のための閾値及び電力供給再開のための閾値を変化させることとしてもよい
。
　具体的には、覚醒状態判定部５３によってユーザが睡眠状態にあると判定された場合、
電力供給停止のための閾値を１００から９０に減少させ、電力供給再開のための閾値を５
０から６０に増加させることができる。
　これにより、ユーザが睡眠状態にある場合には、電力の供給がより停止され易いように
制御することができ、睡眠中に、ユーザが気づかない状態で温度による影響が生じること
を防ぐことができる。
　なお、ユーザが睡眠状態にあると判定された場合、ユーザがＬＣＤ１５を視認すること
はないと推定されるため、ＬＣＤ１５及びバックライト１６、あるいは、アプリケーショ
ン処理部１Ａに対する電力の供給を停止することとしてもよい。
【００４２】
　以上のように構成される電子機器１は、温度取得部５４と、温度積算部５５と、温度管
理部５６とを備える。
　温度取得部５４は、機器の温度を取得する。
　温度積算部５５は、温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報（限界時間）を取
得する。
　温度管理部５６は、温度取得部５４によって取得された機器の温度と、温度積算部５５
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によって取得された皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実行
する。
　これにより、電子機器１がユーザの皮膚に接触している間に、温度に応じて変化する皮
膚への影響に関する情報が取得され、機器の温度とその情報とに応じて、電子機器１にお
いて予め設定された処理が実行される。
　したがって、電子機器１が皮膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することが可
能となる。
【００４３】
　また、温度積算部５５は、温度取得部５４によって取得された機器の温度と、皮膚への
影響に関する情報とに基づいて、温度取得部５４によって取得された機器の温度が現在ま
でにユーザの皮膚に及ぼした影響の指標（温度係数の積算値Ｘ）を取得する。
　これにより、電子機器１がユーザの皮膚に接触している間に、ユーザの皮膚に及ぼされ
た影響の指標が取得され、その指標に応じて、電子機器１において予め設定された処理が
実行される。
　したがって、電子機器１の温度が過去に皮膚に与えた影響を考慮して、電子機器１が皮
膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することが可能となる。
【００４４】
　また、温度積算部５５は、電子機器１の温度がユーザの皮膚に及ぼす影響について設定
された閾値温度に基づいて、電子機器１の温度が閾値温度を超えている場合、指標を増加
させ、電子機器１の温度が閾値温度を下回っている場合、指標を減少させる。
　これにより、電子機器１の温度が閾値温度を超えているか否かに応じて、指標を変化さ
せることができ、電子機器１を適切に制御することができる。
【００４５】
　また、温度積算部５５は、温度取得部５４によって取得された電子機器１の温度と、温
度に対応して設定された時間とに基づいて、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す単
位指標（温度係数）を算出する。
　また、温度積算部５５は、単位指標を単位時間毎に積算することによって、指標を取得
する。
　これにより、単位時間毎の温度の影響を適切に反映させて、電子機器１の温度が現在ま
でにユーザの皮膚に及ぼした影響の指標を取得することができる。
【００４６】
　また、電子機器１は、接触判定部５２をさらに備える。
　接触判定部５２は、機器がユーザの皮膚に接触しているか否かを判定する。
　温度積算部５５は、接触判定部５２によって機器がユーザの皮膚に接触していると判定
された時点から現在までの指標を取得する。
　これにより、実際に電子機器１がユーザの皮膚に接触している間の影響を適切に反映さ
せて、電子機器１の温度が現在までにユーザの皮膚に及ぼした影響の指標を取得すること
ができる。
【００４７】
　また、温度管理部５６は、温度積算部５５によって取得された指標が、動作を抑制する
ための判定基準を超えている場合に、予め設定された処理として、電子機器１の動作を抑
制する処理を実行する。
　これにより、電子機器１の温度が現在までにユーザの皮膚に及ぼした影響の指標が動作
を抑制するための判定基準を超えている場合に、電子機器１の温度を低下させることがで
きる。
【００４８】
　また、電子機器１は、生体センサ２４をさらに備える。
　生体センサ２４は、ユーザの皮膚の厚みを取得する。
　温度管理部５６は、生体センサ２４によって検出されたユーザの皮膚の厚みが基準より
も厚い場合、動作を抑制するための判定基準を引き上げ、生体センサ２４によって取得さ
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れたユーザの皮膚の厚みが基準よりも薄い場合、動作を抑制するための判定基準を引き下
げる。
　これにより、ユーザの肌質に応じて、ユーザの肌が温度による影響に強い場合、電子機
器１の動作がより行われ易いように制御し、ユーザの肌が温度による影響に弱い場合、電
子機器１の動作がより抑制され易いように制御することができる。
【００４９】
　また、電子機器１は、覚醒状態判定部５３をさらに備える。
　覚醒状態判定部５３は、ユーザの覚醒状態を判定する。
　温度管理部５６は、覚醒状態判定部５３によってユーザが睡眠状態にあると判定された
場合に、動作を抑制するための判定基準を引き上げる。
　これにより、ユーザが睡眠状態にある場合には、電子機器１において動作がより抑制さ
れ易いように制御することができ、睡眠中に、ユーザが気づかない状態で温度による影響
が生じることを防ぐことができる。
【００５０】
　また、温度管理部５６は、温度積算部５５によって取得された指標が、動作の抑制を解
除するための判定基準を下回っている場合に、当該電子機器の動作の抑制を解除する。
　これにより、電子機器１の温度が皮膚に影響を及ぼすと設定された温度未満になったと
しても、直ちに電力の供給を再開することなく、過去に電子機器１の温度が皮膚に与えた
影響が低減した後に、電力の供給を再開することができる。
　したがって、電子機器１が皮膚に長時間接触することの影響を適切に抑制することがで
きる。
【００５１】
　また、温度管理部５６は、予め設定された処理を実行する際に、当該予め設定された処
理の実行を報知する。
　これにより、ユーザに対し、予め設定された処理が実行される状況となっていること、
及び、予め設定された処理が実行されることを認識させることができる。
【００５２】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　上述の実施形態では、温度管理部５６が、温度積算部５５によって算出された積算値Ｘ
が電力供給停止のための閾値１００を超えていると判定した場合に、電子機器１のアプリ
ケーション処理部１Ａに対する電力の供給を停止することとして説明したが、これに限ら
れない。即ち、温度取得部５４によって取得された温度を参照し、温度に応じて変化する
皮膚への影響に関する情報の閾値を超えている状態であると判定された場合に、所定の処
理（例えば、電子機器１のアプリケーション処理部１Ａに対する電力の供給の停止）を行
うこととしてもよい。
　同様に、上述の実施形態では、温度管理部５６が、温度積算部５５によって算出された
積算値Ｘが電力供給再開のための閾値５０を超えていると判定した場合に、電子機器１の
アプリケーション処理部１Ａに対する電力の供給を再開することとして説明したが、これ
に限られない。即ち、温度取得部５４によって取得された温度を参照し、温度に応じて変
化する皮膚への影響に関する情報の閾値を下回っている状態であると判定された場合に、
所定の処理（例えば、電子機器１のアプリケーション処理部１Ａに対する電力の供給の再
開）を行うこととしてもよい。
【００５３】
　また、上述の実施形態では、温度積算部５５によって算出された積算値Ｘが電力供給停
止のための閾値１００を超えている場合、温度管理部５６は、ユーザへの警告（皮膚への
影響に対する警告）を行い、温度管理部５６は、アプリケーション処理部１Ａに対する電
力の供給を停止しているが、ユーザへの警告だけを行い、アプリケーション処理部１Ａに
対する電力の供給を停止しないようにする構成でもよい。また、ユーザに警告を行った後
に、ユーザにアプリケーション処理部１Ａに対する電力の供給を停止するか否かをユーザ



(12) JP 6500632 B2 2019.4.17

10

20

30

40

50

に選択させるような構成でもよい。
【００５４】
　また、上述の実施形態では、温度管理部５６は、電子機器１の温度を制御するために、
アプリケーション処理部１Ａに対する電力の供給の停止あるいはリチウムイオンバッテリ
２１への充電の停止を行うこととしたが、これに限られない。
　即ち、電子機器１の温度を低下させることができれば、アプリケーション処理部１Ａに
おける動作クロックを低下させたり、アプリケーション処理部１Ａの動作及びリチウムイ
オンバッテリ２１への充電を間欠的に行ったりすることとしてもよい。
【００５５】
　また、上述の実施形態では、接触判定部５２によって電子機器１がユーザの皮膚に接触
していると判定された場合に、電力管理処理を実行するものとしたが、これに限られない
。即ち、ユーザが電子機器１を取り外した場合、電力管理処理を中断し、中断時間におけ
る皮膚への影響（回復）を積算した上で、ユーザが電子機器１を再度装着した時点から、
電力管理処理を継続することとしてもよい。
【００５６】
　また、上述の実施形態では、本発明が適用される電子機器１は、リスト型端末を例とし
て説明したが、特にこれに限定されない。
　例えば、本発明は、ユーザに接触して使用される電子機器一般に適用することができる
。具体的には、例えば、本発明は、ノート型のパーソナルコンピュータ、テレビジョン受
像機、ビデオカメラ、携帯型ナビゲーション装置、携帯電話機、スマートフォン、ポータ
ブルゲーム機、各種ウェアラブル端末等に適用可能である。
【００５７】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。
　換言すると、図２の機能的構成は例示に過ぎず、特に限定されない。即ち、上述した一
連の処理を全体として実行できる機能が電子機器１に備えられていれば足り、この機能を
実現するためにどのような機能ブロックを用いるのかは特に図２の例に限定されない。
　また、１つの機能ブロックは、ハードウェア単体で構成してもよいし、ソフトウェア単
体で構成してもよいし、それらの組み合わせで構成してもよい。
【００５８】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。
　コンピュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい
。また、コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実
行することが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい
。
【００５９】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布されるリムーバブルメディアにより構成されるだけでなく、装置本体に予
め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。リムーバブルメディ
アは、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、または光磁気デ
ィスク等により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍｐａｃｔ　Ｄ
ｉｓｋ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔ
ｉｌｅ　Ｄｉｓｋ），Ｂｌｕ－ｒａｙ（登録商標）　Ｄｉｓｃ（ブルーレイディスク）等
により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎｉ－Ｄｉｓｋ）等により構成される
。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体は、例えば、プ
ログラムが記録されている図１のＲＯＭ１２等で構成される。
【００６０】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
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も、並列的あるいは個別に実行される処理をも含むものである。
【００６１】
　以上、本発明のいくつかの実施形態について説明したが、これらの実施形態は、例示に
過ぎず、本発明の技術的範囲を限定するものではない。本発明はその他の様々な実施形態
を取ることが可能であり、さらに、本発明の要旨を逸脱しない範囲で、省略や置換等種々
の変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、本明細書等に記載された発明
の範囲や要旨に含まれると共に、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含
まれる。
【００６２】
　以下に、本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［付記１］
　機器の温度を取得する温度取得手段と、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得手段と、
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記情報取得手段によって取
得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実行する処
理手段と、
　を備えることを特徴とする電子機器。
［付記２］
　前記情報取得手段は、前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記皮
膚への影響に関する情報とに基づいて、前記温度取得手段によって取得された前記機器の
温度が現在までにユーザの皮膚に及ぼした影響の指標を取得することを特徴とする付記１
に記載の電子機器。
［付記３］
　前記情報取得手段は、前記機器の温度がユーザの皮膚に及ぼす影響について設定された
閾値温度に基づいて、前記機器の温度が前記閾値温度を超えている場合、前記指標を増加
させ、前記機器の温度が前記閾値温度を下回っている場合、前記指標を減少させることを
特徴とする付記２に記載の電子機器。
［付記４］
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、温度に対応して設定された時
間とに基づいて、単位時間当たりの皮膚に及ぼす影響を示す単位指標を算出する単位指標
算出手段を備え、
　前記情報取得手段は、前記単位指標算出手段によって算出された前記単位指標を単位時
間毎に積算することによって、前記指標を取得することを特徴とする付記２または３に記
載の電子機器。
［付記５］
　機器がユーザの皮膚に接触しているか否かを判定する接触判定手段をさらに備え、
　前記情報取得手段は、前記接触判定手段によって機器がユーザの皮膚に接触していると
判定された時点から現在までの前記指標を取得することを特徴とする付記２から４のいず
れか１つに記載の電子機器。
［付記６］
　前記処理手段は、前記情報取得手段によって取得された前記指標が、動作を抑制するた
めの判定基準を超えている場合に、前記予め設定された処理として、当該電子機器の動作
を抑制する処理を実行することを特徴とする付記２から５のいずれか１つに記載の電子機
器。
［付記７］
　ユーザの皮膚の厚みを取得する厚み取得手段をさらに備え、
　前記処理手段は、前記厚み取得手段によって検出されたユーザの皮膚の厚みが基準より
も厚い場合、前記動作を抑制するための判定基準を引き上げ、前記厚み取得手段によって
取得されたユーザの皮膚の厚みが基準よりも薄い場合、前記動作を抑制するための判定基
準を引き下げることを特徴とする付記６に記載の電子機器。
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［付記８］
　ユーザの覚醒状態を判定する覚醒状態判定手段をさらに備え、
　前記処理手段は、前記覚醒状態判定手段によってユーザが睡眠状態にあると判定された
場合に、前記指標の判定基準を引き下げることを特徴とする付記６または７に記載の電子
機器。
［付記９］
　前記処理手段は、前記情報取得手段によって取得された前記指標が、動作の抑制を解除
するための判定基準を下回っている場合に、当該電子機器の動作の抑制を解除することを
特徴とする付記６から８のいずれか１つに記載の電子機器。
［付記１０］
　前記処理手段は、前記処理手段が前記予め設定された処理を実行する際に、当該予め設
定された処理の実行を報知する報知手段をさらに備えることを特徴とする付記１から９の
いずれか１つに記載の電子機器。
［付記１１］
　機器の温度を取得する温度取得ステップと、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得ステップと、
　前記温度取得ステップにおいて取得された前記機器の温度と、前記情報取得ステップに
おいて取得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実
行する処理ステップと、
　を含むことを特徴とする動作管理方法。
［付記１２］
　機器の温度を取得する温度取得手段を備える電子機器を制御するコンピュータに、
　温度に応じて変化する皮膚への影響に関する情報を取得する情報取得機能と、
　前記温度取得手段によって取得された前記機器の温度と、前記情報取得機能によって取
得された前記皮膚への影響に関する情報とに基づいて、予め設定された処理を実行する処
理機能と、
　を実現させることを特徴とするプログラム。
【符号の説明】
【００６３】
　１・・・電子機器，１Ａ・・・アプリケーション処理部，１１・・・ＣＰＵ，１２・・
・ＲＯＭ，１３・・・ＲＡＭ，１４・・・入力部，１５・・・ＬＣＤ，１６・・・バック
ライト，１７・・・温度センサ，１８・・・Ａ／Ｄ変換部，１９・・・電力管理部，２０
・・・ＡＣ－ＤＣアダプタ，２１・・・リチウムイオンバッテリ，２２・・・バッテリ管
理ＩＣ，２３・・・電力供給ＩＣ，２４・・・生体センサ，５１・・・初期化処理部，５
２・・・接触判定部，５３・・・覚醒状態判定部，５４・・・温度取得部，５５・・・温
度積算部，５６・・・温度管理部，７１・・・温度管理テーブル記憶部
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